
小さな芽を長期間育て、産業化などに開花した例が現れている
これをいかに続け、拡げていくか

1970年 1980年 現在1990年 2000年
第１期 第２期

創薬等に貢献する

タンパク質の解析

創薬等に貢献する

タンパク質の解析

新しいがん治療方法新しいがん治療方法

・効率的な医薬品開発の
基礎となるタンパク質の
構造等の解析（平成１６年
１０月現在、１６５０個を解
析終了）。 等

・重粒子線がん治療装置
(HIMAC)の治療への応用
・２，０４１名を治療（平成
１６年１１月まで） 等

電気を通すプラスチック
（白川筑波大学教授）

電気を通すプラスチック
（白川筑波大学教授）

有用な物質だけを
非常に高い効率で
作り分ける合成法
（野依名古屋大学教授）

有用な物質だけを
非常に高い効率で
作り分ける合成法
（野依名古屋大学教授）

・携帯電話の電池
・券売機やＡＴＭの

タッチパネル
・電子機器の小型化 等

・医薬品の効率的な製造
・新しい香料の製造（メン
トール等） 等

ハードディスクドライブの
小型化・大容量化の限界を突破する

垂直磁気記録技術

ハードディスクドライブの
小型化・大容量化の限界を突破する

垂直磁気記録技術

光のエネルギーで

物質を分解する触媒

光のエネルギーで

物質を分解する触媒

太陽光発電システム太陽光発電システム

・ハードディスクドライブの
小型化・大容量化に貢献。
・売り上げ台数予測
年間６億台以上(2010年)

・2010年までに2,000億円
以上の市場拡大が期待。
・省エネ効果(2010年)

原油換算42万kl/年

・市場創出
2003年: 1,500億円超
2010年: 4,000億円
・二酸化炭素削減効果

2002年: 約23万t-CO2/年
2010年: 170万t-CO2/年

１９６７年
光に反応する物質の研究
「本多・藤嶋効果」の発見

１９９３年
新型治療装置完成

１９６７年
導電性高分子の発見

２０００年
ノーベル化学賞受賞

２００１年
ノーベル化学賞受賞１９７６年

触媒の開発に成功
１９６６年
最初の発見

１９７７年
世界に提案
（東北大学 岩崎教授（当時））

２００５年
製品流通予定

萌芽段階

＜矢印について＞
開発段階

実用化
基礎研究 目的基礎 応用研究
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将来の発展に科学技術は貢献するか？将来の発展に科学技術は貢献するか？ 科学技術への支援にあたり科学技術への支援にあたり
重視すべき点（上位６位まで）重視すべき点（上位６位まで）

科学技術に対する政府の財政的支援を充実すべきか？科学技術に対する政府の財政的支援を充実すべきか？

科学技術は国民の期待にどのように応えていくべきか？

31.5 47.4 12.5
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1.0
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全年齢

貢献すると思う(78.9%)

36.6 37.2 14.6
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全年齢

充実すべきだと思う(73.8%)
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34.3

30.1

21.1

0 10 20 30 40 50 60

環境の保全

安全な社会（防災、防犯、
食の安全など）の実現

医学の発展などを通じた
健康の維持・増進

科学技術に関する
人材の育成

経済・産業の発展

国際社会への貢献

(%)

～最新の内閣府世論調査の結果より（「科学技術に関する特別世論調査」、平成１７年５月実施）～最新の内閣府世論調査の結果より（「科学技術に関する特別世論調査」、平成１７年５月実施）

調査対象： 全国２０歳以上の者3,000人、回収結果：2,105人（回収率70.2%） １１

大いに貢献すると思う ある程度貢献すると思う わからない

あまり貢献しないと思う 全く貢献しないと思う

そう思う どちらかというとそう思う わからない

どちらかというとそうは思わない そうは思わない



～～ 今後の検討今後の検討 ～～

○○ 基本政策専門調査会で引き続き検討基本政策専門調査会で引き続き検討

○○ 分野別の重要領域などを分野別の重要領域などを更に更に掘り下げ掘り下げ

○○ 年末を年末を目途目途にに、、検討をとりまとめ検討をとりまとめ
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